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p-ジクロロベンゼン（CAS no. 106-46-7） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

p-ジクロロベンゼンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、抗エストロ

ゲン様作用を持つことが示唆され、試験管内試験において、エストロゲン様作用を持つことが示唆

された。 

 

(１)生態への影響 

 Versonnen ら(2003)によって、p-ジクロロベンゼン１、3.2、10、32mg/L に 14 日間ばく露され

た成熟雌雄ゼブラフィッシュの影響が検討されている。その結果として、10mg/L 以上のばく

露区で雌雄生殖腺相対重量の低値、32mg/L のばく露区で雌血中ビテロゲニン濃度の高値が認

められた。雄血中ビテロゲニン濃度には影響は認められなかった。 

示唆される作用メカニズム：エストロゲン様作用、抗エストロゲン様作用、抗アンドロゲン

様作用 

 

(２)生殖への影響 

 Takahashi ら(2007)によって、p-ジクロロベンゼン 22、67mg/kg/dayを 19～22日齢から３日間皮

下投与された未成熟雌 ICR マウスへの影響が検討されている。その結果として、22mg/kg/day

の投与群で子宮絶対及び相対重量の低値が認められた。 

また、p-ジクロロベンゼン 22、67、200mg/kg/dayを 19～22 日齢から３日間皮下投与された

未成熟雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、22mg/kg/day の投与群で卵

巣絶対及び相対重量の低値、67mg/kg/dayの投与群で子宮絶対重量の低値が認められた。 

また、p-ジクロロベンゼン 67、200、600mg/kg/dayを 19～22日齢から３日間皮下投与された

未成熟雌 ICR マウスへの影響が検討されている。その結果として、67mg/kg/day の投与群で子

宮絶対及び相対重量の低値が認められた。 

また、p-ジクロロベンゼン 400、800mg/kg/dayを 19～22日齢から３日間皮下投与された未成

熟雌 ICR マウスへの影響が検討されている。その結果として、800mg/kg/dayの投与群で子宮絶

対及び相対重量、卵巣相対重量の低値が認められた。 

また、p-ジクロロベンゼン 800mg/kg/day を 19～22 日齢から３日間皮下投与された未成熟雌

SDラットへの影響が検討されている。その結果として、子宮相対重量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗エストロゲン様作用 

 

 

示唆された作用 
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(３)エストロゲン様作用 

 Versonnen ら(2003)によって、p-ジクロロベンゼンについて、YES スクリーン（ヒトエストロジ

ェン受容体を恒常発現するエストロジェン応答性酵母による β-ガラクトシダーゼ発現誘導）が

検討されている。その結果として、p-ジクロロベンゼンは、５μM の濃度において、β-ガラク

トシダーゼの発現を誘導した。 
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（平成 23年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 3-1及び 

平成 21年度第２回作用・影響検討部会 参考資料 4より抜粋） 


